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　市では、東日本大震災の被災地域に対し、皆さまから義援金を募るとともに、救援米・支援物資
の送付を行なってきましたが、被災地市町村のうち宮城県南三陸町との調整がつき、４月５日から
当町に対して支援物資の送付と職員等の派遣を行なっています。
　派遣は、７班（計 38 人）で５月 27 日まで順次行なわれる予定です。

　国土交通省の協力会社で
ある藤井建設 ( 大口 ) と大
菱 ( 菱刈 ) が同省からの協
力要請を受け宮城県石巻市
へ向かいました。４月８日
から３週間程度の予定で津
波の影響が残る被災地での
排水作業にあたります。

「復興への願い」 それぞれの気持ちを形にかえて

　４月６日は、市内の小学校で入学式が行なわ
れました。その中のひとつ羽月西小学校に、住
吉璃音さん（６）が入学しました。在校生 10
人に加わった、たった一人の新入生です。 
　校長先生に名前を呼ばれると、恥ずかしそう
に「はい」と椅子から立ちあがった璃音さんで
したが、入学式が終わると緊張もとけ、校庭の
桜がうらやむくらいの満開の笑顔をみせてくれ
ました。
　希望いっぱい輝く新入生、地域みんなで育て
ていきましょう。

一人でも元気よく

　次の団体から、支援金をいただきました。
（団体のみの紹介、順不同）
○大口市民ゴルフ実行委員会　様
○多々良石青壮年部　様
○朝日町自治会　様
○伊佐の里ふれあいコンサート実行委員会　様
　被災地からの要望に合わせて有効に活用させていただきます。
ありがとうございました。
※支援金は、市から被災地へ必要物資等に換えて送付します。
※義援金は、日本赤十字社を通じて被災者へ分配されます。
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　消防団員は、私たち市民の生命と財産を守
るため昼夜を問わず活動されています。安全
に気を付け活躍してください。
　今回の新入団員は次の方々です。（敬称略）
　　大迫和央輝　（里町班）
　　遠矢　淳平　（元町班）
　　小薗　　裕　（水ノ手班）
　　吉村　栄樹　（水ノ手班）
　　松木　卓也　（牛尾班）
　　髙山　真司　（山野自動車班）
　　小水流竜司　（石井班）
　　中村龍之介　（小木原班）
　　西ノ原　久　（平出水班）
　　土師昭太郎　（宮人班）
　　福元　昭一　（宮人班）
　　下舞　裕之　（崎山班）
　　開　　隆将　（曽木班）
　　有木　健祐　（土瀬戸班）
　　上栫修一郎　（徳辺分団）
　　寶満　尚也　（下手分団）
　　前田　和範　（下手分団）
　　吉野　了磨　（川南分団）

　４月 17 日、今年新たに消防団に入団した
方々を対象に消防団員初任者研修が行なわれ
ました。消防組織法や規則などの研修を受け
た後、消防本部で整列や行進、ホースの使い
方などの実技訓練を受けました。
　始めは整列や敬礼などぎこちない様子の新
入団員でしたが、研修を終える頃にはかなり
様になっていました。

　３月 27 日、第 54 回桜まつりが開催され
ました。当日は、天候に恵まれ多くの行楽客
が訪れました。
　また、東日本大震災への支援活動として
大口小学校の児童・PTA が募金活動を行い、
ひしかりドラゴンカップ実行委員会が T シ
ャツ販売を行い収益金を義援金として寄付し
ました。
　今年は、例年より開花が遅れたため夜桜の
ライトアップが４月 17 日まで楽しめました。
　伊佐の春を彩る「市の花」でもある桜をこ
れからも大切にしていきたいものです。

旭日双光章 瑞宝双光章

住民の生命と財産を守る

桜まつり

坂元茂さん（大口諏訪・88 歳） 宝泉市二さん（大口向江・88 歳）

　長年の功績が認められ、次の２人が春の叙勲を受章されました。
　おめでとうございます。

春の叙勲




